
質
問
一

補
助
金
対
象
事
業
に
つ
い
て
。

二

補
助
金
の
推
移
に
つ
い
て
。

三

過
去
５
年
の
総
収
入
の
自
主
財
源

と
補
助
金
の
比
率
に
つ
い
て
。

四

報
酬
（
配
分
金
）
に
つ
い
て
。

五

現
時
点
で
の
対
応
業
務
に
つ
い
て
。

六

市
か
ら
の
業
務
委
託
（
指
定
管
理

者
を
除
く
）
と
受
託
金
額
に
つ
い
て
。

七

公
益
社
団
法
人
化
の
効
果
は
。

答
弁
一
（
市
長
）

用
途
の
指
定
の
な

い
一
般
補
助
と
し
て
運
営
費
を
補
助
し

て
い
る
。
人
件
費
や
事
務
所
の
光
熱
費

等
の
経
費
に
使
用
し
て
い
る
。

二

平
成
２２
年
度
に
約
１
０
４
３
万
円
、

２３
年
度
に
約
８
３
０
万
円
、
２４
年
度
に

約
７
１
０
万
円
補
助
し
て
い
る
。
ま
た
、

２３
年
度
に
は
事
務
所
建
築
費
と
し
て
１

６
７
５
万
円
を
補
助
し
て
い
る
。

三

自
主
財
源
比
率
は
、
９０
㌫
か
ら
９５

㌫
で
推
移
し
て
い
る
。

四

業
務
内
容
に
よ
り
配
分
金
単
価
を

定
め
て
お
り
、
２４
年
度
の
契
約
金
額
は

約
２
億
８
４
２
５
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、
配
分
金
は
約
８４
㌫
で
あ
る
。

五

臨
時
的
、
短
期
的
な
業
務
で
、
清

掃
な
ど
の
一
般
作
業
分
野
な
ど
で
あ
る
。

せ
ん

六

樹
木
の
剪
定
や
、
除
草
、
公
園
や

道
路
の
管
理
や
、
清
掃
な
ど
２４
年
度
で

約
８
９
２
３
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

七

管
理
運
営
体
制
の
効
率
化
、
事
業

運
営
・
財
務
改
革
が
進
展
し
て
い
る
。

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
は
、

ふ
る
さ
と
鶴
ヶ
島
の
様
々
な
角
度
か
ら

の
体
験
を
通
し
ふ
る
さ
と
意
識
の
醸
成

が
大
切
で
あ
る
。

質
問
一

夏
休
み
な
ど
も
含
め
、
ふ
る

さ
と
体
験
学
習
や
事
業
に
つ
い
て
。

二

市
の
歴
史
や
文
化
と
の
触
れ
合
い

に
つ
い
て
。

三

ふ
る
さ
と
意
識
の
醸
成
に
向
け
て

の
考
え
方
に
つ
い
て
。

答
弁
一
（
教
育
委
員
長
）

夏
休
み
に

は
市
民
の
森
の
探
検
、
野
菜
な
ど
の
収

穫
体
験
等
の
催
し
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。

二

学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
連
動
し
、

収
集
し
た
民
具
や
発
掘
調
査
で
出
土
し

た
土
器
や
石
器
を
活
用
し
た
体
験
学
習

を
実
施
し
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
の
歴
史

や
文
化
を
学
ぶ
こ
と
で
、
ふ
る
さ
と
へ

の
理
解
や
愛
着
を
持
つ
気
持
ち
を
育
て

て
い
く
。

三

急
速
な
都
市
化
の
中
、
子
ど
も
た

ち
が
自
然
と
親
し
む
機
会
が
減
っ
て
き

て
い
る
。
地
域
や
学
校
と
も
連
携
し
て
、

ふ
る
さ
と
の
自
然
や
歴
史
、
文
化
と
触

れ
る
催
し
を
通
し
て
、
心
の
豊
か
さ
や

郷
土
愛
を
育
み
、
ふ
る
さ
と
意
識
の
醸

成
の
取
り
組
み
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

◎
そ
の
他
の
質
問

一

子
ど
も
た
ち
の
安
心
安
全
に
つ
い

て二

行
政
の
ス
リ
ム
化
・
健
全
化
に
つ

い
て

市民の森で行われたツリークライミング

ツリークライミング・・・専用ロープや安全保護具を利用
して木に登り、木や森、自然との一体感を味わう体験活動

市から独立した組織で一部を

補助

藤原 建志 議員

市シルバー人材センタ
ーについて

鶴
ヶ
島
っ
子
の
ふ
る

さ
と
意
識
の
醸
成

内
野

嘉
広
議
員

鶴ヶ島市シルバー人材センター

自
然
や
文
化
を
通
し
た
体
験
を

充
実

つるがしま市議会だより第１６４号〔１１〕


